
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
念
ス
」
　
の
意
味
・
用
法

－

　

　

「

オ

モ

フ

」

と

比

較

し

て

1

柚

主

目
上
y

は
　
じ
　
め
　
に

従
来
の
漢
語
サ
変
動
詞
を
対
象
と
し
た
研
究
を
、
私
に
分
類
し
整
理
す
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
。

の
和
文
資
料
・
和
漢
混
沼
文
資
料
を
対
象
と
し
た
研
究

（1）全
て
の
漢
語
サ
変
動
詞
を
対
象
に
し
て
、
文
献
の
特
徴
を
述
べ
た
研
究
や
、

（2）個
々
の
漢
語
サ
変
動
詞
を
対
象
に
し
て
、
そ
の
意
味
・
用
法
を
述
べ
た
研
究

等
が
存
す
る
。

（3）

は
訓
点
資
料
を
対
象
と
し
た
研
究

漢
文
訓
読
語
研
究
の
中
に
、
漢
語
サ
変
動
詞
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
た
著
書

（4）

や
、
漢
文
訓
読
史
研
究
の
中
に
、
漢
語
サ
変
動
詞
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
た
著

書
等
が
存
す
る
。

こ
の
う
ち
、
特
に
川
に
は
、
持
去
の
和
語
動
詞
と
の
比
較
に
よ
る
漢
語
サ
変

動
詞
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
の
研
究
が
含
ま
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
和
文
資
料

及
び
和
漢
泥
沼
文
資
料
の
み
を
対
象
と
す
る
か
或
い
は
そ
れ
に
重
き
を
お
い
た

研
究
で
あ
っ
て
、
限
ら
れ
た
文
章
ジ
ャ
ソ
ル
を
対
象
と
し
て
い
る
所
に
問
題
点

が
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
訓
点
資
料
・
和
文
資
料
・
和

洪
混
清
文
資
料
を
対
象
と
し
て
、
漢
語
サ
変
動
詞
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
述

べ
る
こ
と
と
す
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
「
念
ス
」
は
、
訓
点
資
料
・
和
文
資

料
・
和
漢
泥
沼
文
資
料
の
い
ず
れ
の
㌘
料
群
に
も
多
く
の
用
例
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
に
於
け
る
意
味
・
用
法
を
比
校
す
る
上
で
有
効

な
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
オ
モ
フ
」
も
、
観
智
院
本
類
賛
名
義

抄
や
前
田
本
色
菓
字
類
抄
に
於
い
て
、
「
念
」
字
に
対
し
て
こ
の
訓
が
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
、
実
際
に
訓
点
資
料
に
於
い
て
も
「
念
」
字
に
対
し
て
「
オ
モ

フ
」
と
読
ん
だ
例
が
多
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
念
ス
」
と
「
オ
モ
フ
」

を
比
較
す
る
こ
と
は
、
意
味
・
用
法
を
考
え
る
上
で
有
効
で
あ
り
、
加
え
て
、

異
な
る
文
章
ジ
ャ
ソ
ル
に
於
け
る
意
味
・
用
法
を
比
較
し
得
る
組
み
合
せ
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
、
訓
点
資
料
に
於
け
る
「
念
ス
」
　
「
オ
モ
フ
」

の
「
念
ス
」
　
「
オ
モ
フ
」
の
出
現
状
況

平
安
・
鎌
倉
時
代
に
加
点
さ
れ
た
訓
点
資
料
を
仏
典
及
び
仏
教
関
係
資
料

（
注
釈
書
等
）
と
漢
籍
と
に
分
け
て
、
「
念
ス
」
　
「
オ
モ
フ
」
そ
れ
ぞ
れ
の
用

例
数
を
示
す
と
、
表
1
・
表
2
の
如
く
な
る
。
表
1
に
示
す
様
に
、
仏
典
及

び
仏
教
関
係
資
料
で
は
、
平
安
時
代
・
鎌
倉
時
代
を
通
じ
て
「
念
ス
」
　
「
オ
モ

フ
」
が
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
表
2
に
示
す
様
に
漢
籍
で
は
、
「
オ
モ
フ
」
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の
み
で
、
「
念
ス
」
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
仏
典
及
び
仏
教
関
係
資
料
に

は
、
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
鮎
の
様
に
、
同
一
野
料
中
に
「
念
ス
」
「
オ

モ
フ
」
の
二
訓
が
認
め
ら
れ
る
資
料
が
存
す
る
。

①
仏
典
及
び
仏
教
関
係
資
料

こ
の
様
な
結
果
に
な
る
原
因

と
し
て
ほ
、
「
念
ス
」
と
「
オ
モ
フ
」
と
の
問
に
、
意
味
・
用
法
の
差
異
が
存

し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
「
念
ス
」
　
「
オ
モ

フ
」
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

平　定　初　期

唐
招
提
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経

山
田
本
妙
法
蓮
華
経
古
鮎

聖
語
蔵
願
経
四
分
律

西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経

東
大
寺
図
書
館
蔵
金
光
明
最
勝
王
経
註
釈

東
大
寺
図
書
館
蔵
成
実
論
（
巻
二
十
二
）

正
倉
院
本
地
蔵
十
輪
経

料

加
　
　
点
　
　
時
　
期

平
安
極
初
期

平
安
極
初
期

平
安
極
初
期

平
安
初
期

平
安
初
期

天
長
五
（
八
二
八
）

元
慶
七
（
八
八
三
）

716　2　7　0　11

2　3　0　111　0

石
山
寺
蔵
併
説
太
子
須
陀
撃
経

石
山
寺
蔵
沙
郊
十
戒
成
俵
経

東
大
寺
図
書
館
蔵
百
法
顕
幽
抄

法
華
経
玄
讃
淳
祐
古
殿

平
安
中
期

平
安
中
期

平
安
中
期

（
九
五
〇
）
頃

1　2　0　0

11　3　2

天
理
図
書
館
蔵
南
海
寄
帰
内
法
侍

高
野
山
竜
光
院
蔵
妙
法
蓮
華
経

法
華
義
疏
長
保
四
年
湖

東
寺
蔵
不
動
儀
軌

地
蔵
十
輪
経
康
平
三
年
郡

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
大
日
経
義
釈

高
山
寺
蔵
大
批
底
遮
郡
成
悌
経
疏

〃

平
安
後
期

平
安
後
期

長
保
四
（
一
〇
〇
二
）

万
寿
二
　
（
一
〇
二
五
）

康
平
≡
（
一
〇
六
〇
）

承
保
二
（
一
〇
七
五
）

永
保
二
（
一
〇
八
丁
一
）

長
治
元
（
一
一
〇
四
）

1　4　111　3　6　1

319　4　0　0　11　2

－12　－



（表2）

立
木
寺
本
妙
法
蓮
華
経

興
福
寺
蔵
大
藩
恩
寺
三
蔵
法
師
侍
古
郡

〃

広
島
大
学
歳
入
字
文
殊
椿
軌

大
唐
西
城
記
長
究
元
年
邦

西
教
寺
本
秘
蔵
宝
粕

寛
治
元
（
一
〇
八
七
）

承
徳
≡
（
一
〇
九
九
）

承
久
四
（
一
一
一
六
）

永
歴
二
（
一
一
六
一
）

長
寛
元
（
一
一
六
三
）

院
政
期
末

0　0　28　4　011

1　2　0　0　3　6

倭
振
法
華
経

仁
和
寺
蔵
後
鳥
羽
天
皇
御
作
無
常
講
式

浄
土
論
註

鎌
倉
時
代

建
長
元
（
一
二
四
九
）

建
長
八
（
一
二
五
六
）

1　2　24

0　016

神
田
本
臼
氏
文
集
巻
三
・
巻
四

金
沢
文
庫
蔵
自
氏
文
集

〃〃〃

金
沢
文
庫
本
群
書
治
安
（
巻
一
～
十
）

文
永
本
論
語

高
山
寺
本
論
語

書
陵
部
蔵
文
選

料

加
　
　
点
　
　
時

期
一
念
ス
吾
フ

天
永
四
（
一
一
一
三
）

承
久
元
（
一
二
一
九
）

寛
喜
≡
（
一
三
≡
）

貞
永
元
（
一
二
三
二
）

嘉
禎
二
（
一
二
三
六
）

延
長
五
～
正
夢
冗
（
一
二

五
三
～
一
二
五
七
）

（
一
二
七
〇
）
頃

嘉
元
元
（
一
二
〇
三
）

室
町
（
鎌
倉
時
代
の
訓
点

を
反
映
）

37　4　1　10　2　3

－13－

㈹
「
念
ス
」

「
オ
モ
フ
」
の
意
味
・
用
法

（5）

こ
の
項
で
は
、
「
念
ス
」
「
オ
モ
フ
」
の
対
象
を
分
難
し
整
理
す
る
こ
と
に
拠

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
の
意
抹
・
用
法
を
考
え
る
こ
と
と
す
る
。
但
し
、
こ
こ
で

い
う
対
象
に
は
、
「
仏
ヲ
念
ス
」
の
如
く
文
中
に
示
さ
れ
た
も
の
と
、
文
脈
の



意
味
を
考
え
て
私
に
設
定
し
た
も
の
と
が
存
す
る
。
個
々
の
用
例
に
つ
い
て
、

対
象
を
分
類
す
る
と
、
「
信
仰
の
対
象
」
　
「
仏
教
に
関
す
る
事
」
　
「
仏
教
に
関

係
し
な
い
事
」
の
三
煩
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
と
思
う
。
こ
こ
で
、

こ
の
三
煩
に
つ
い
て
注
し
て
お
く
と
次
の
様
に
な
る
。

①
信
仰
の
対
象
1
「
仏
」
　
「
観
音
」
の
如
き
、
信
仰
の
直
接
の
対
象
と
考
え

○
念
ス

＜
仏
典
及
び
仏
教
関
係
資
料
＞

ら
れ
る
語
句

⑨
仏
教
に
関
す
る
事
1
「
過
去
」
　
「
善
業
」
の
如
き
、
仏
典
の
教
義
と
深
く

関
わ
る
概
念
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
語
句

③
仏
教
に
関
係
し
な
い
事
－
「
音
楽
」
　
「
父
」
　
「
子
」
の
如
き
、
仏
典
の
教

義
と
は
直
接
に
は
関
わ
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
語
句

）3衷（

山
田
本
妙
法
蓮
華
経

西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経

東
大
寺
図
書
館
蔵
金
光
明
最
勝
王
経
註
釈

東
大
寺
図
書
館
蔵
成
実
論
（
巻
二
十
二
）

料

信
仰
の
対
象

仏
　
教
　
に
　
関
　
す
　
る
　
事

正
倉
院
本
地
蔵
十
輪
経

東
大
寺
図
書
館
蔵
百
法
顕
幽
抄

法
華
経
玄
讃
淳
柘
古
郡

天
理
図
書
館
蔵
南
海
寄
帰
内
法
侍

高
野
山
竜
光
院
蔵
妙
法
蓮
華
経

法
華
義
疏
長
保
四
年
鮎

地
蔵
十
輸
経
康
平
三
年
邦

高
山
寺
蔵
大
靴
虐
遮
郡
成
併
経
疏

立
木
寺
本
妙
法
蓮
華
経

広
島
大
学
蔵
八
字
文
殊
俵
軌

仏
川

阿
弥
陀
仏
の

仏
日
・
観
音
川

仏
の

仏
囲

過
去
り
・
無
最
無
数
劫
日

詰
善
業
の
・
四
法
の

息
の
長
短
㈹

息
の
身
に
遠
す
る
と
諸
の
身
行
を
除
す
と
川

是
の
事
の
・
相
川

伽
他
日
・
侃
‖

空
と
天
相
と
元
作
の

世
俗
の
事
の

教
を
興
す
事
の

利
他
日

大
乗
用
・
不
要
の

彿
大
覚
の
身
の
力
、
無
畏
に
成
さ
る
る
事
川

寡
言
餌
・
密
は

内
春
日
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（表4）（表5）

（
対
象
は
、
文
中
に
ヲ
格
と
し
て
示
さ
れ
た
例
の
み
を
掲
げ
た
。
以
下
表
4
・
表
5
も
同
様
で
あ
る
）

〔
漢
籍
に
「
念
ス
」
の
用
例
な
し
〕

○
オ
モ
フ

＜
仏
典
及
び
仏
教
関
係
資
料
＞

西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経

東
大
寺
図
書
館
蔵
成
実
論
（
巻
二
十
二
）

法
華
経
玄
讃
淳
祐
古
郡

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
大
日
経
義
釈

高
山
寺
歳
大
批
厳
選
郡
成
併
経
疏

立
木
寺
本
妙
法
蓮
華
経

興
福
寺
蔵
大
藩
恩
寺
三
蔵
法
師
侍

倭
振
法
華
経

料

仏

教

に

関

す

る

事

仏
教
に
関
係
し
な
い
事

願
の

利
徳
の

教
を
興
す
事
の

報
せ
ん
と
欲
ふ
事
は

利
他
は

悉
地
川
・
恩
徳
川

世
仙
の
事
の
・
菩
提
心
の

法
利
を
求
む
る
事
の

劫
は
・
方
便
の
力
の

世
俗
の
事
の

毀
懐
の
・
徳
川

劫
は
・
方
便
の
力
の

楽
の
事
の

15

子
川
・
父
川

貧
し
き
事
川

料

高
山
寺
本
論
語

書
陵
部
蔵
文
選

耕
さ
む
事
は
・
忠
信
の

古
は
・
夫
子
川
・
出
宿
り
・
飢
川
・
無

衣
客
の
・
帰
旋
川
・
山
澤
居
の
・
旧
思

川
・
老
母
の
・
子
の
・
君
の

＜
漢
籍
＞



表
3
・
表
4
・
表
5
は
、
仏
典
及
び
仏
教
関
係
資
料
と
漢
帝
に
於
け
る
「
念

ス
」
「
オ
モ
フ
」
に
つ
い
て
、
対
象
と
な
る
語
句
を
具
体
的
に
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
表
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
事
柄
を
ま
と
め
る
と
次
の
様
に
な
る
。

川
仏
典
及
び
仏
教
関
係
資
料
で
ほ
、
表
3
の
如
く
、
「
念
ス
」
の
対
象
と
し

て
、
「
信
仰
の
対
象
」
「
仏
教
に
関
す
る
事
」
が
認
め
ら
れ
、
表
4
の
如
く
、

「
オ
モ
フ
」
の
対
象
と
し
て
「
仏
教
に
関
す
る
事
」
　
「
仏
教
に
関
係
し
な
い

事
」
が
認
め
ら
れ
る
。
一
方
、
漢
籍
で
は
、
「
念
ス
」
は
用
例
そ
の
も
の
が

認
め
ら
れ
ず
、
衷
5
の
如
く
、
「
オ
モ
フ
」
の
対
象
と
し
て
「
仏
教
に
関
係

し
な
い
事
」
の
み
が
認
め
ら
れ
る
。

川
「
信
仰
の
対
象
」
は
、
仏
典
及
び
仏
教
関
係
資
料
の
み
に
認
め
ら
れ
、
全
て

「
念
ス
」
と
読
ま
れ
る
。

川
「
仏
教
に
関
係
し
な
い
事
」
は
、
漢
籍
の
み
に
認
め
ら
れ
、
全
て
「
オ
モ
フ
」

と
読
ま
れ
る
。

囲
「
仏
教
に
関
係
す
る
事
」
は
、
仏
典
及
び
仏
教
関
係
資
料
と
漢
籍
と
に
認
め

ら
れ
、
「
念
ス
」
と
読
ま
れ
る
場
合
と
、
「
オ
モ
フ
」
と
読
ま
れ
る
場
合
と

が
存
す
る
。

ま
た
、
個
々
の
用
例
の
対
象
に
つ
い
て
は
、
A
全
て
「
念
ス
」
と
読
ま
れ
る

語
句
・
B
全
て
「
オ
モ
フ
」
と
読
ま
れ
る
語
句
・
C
「
念
ス
」
と
読
ま
れ
る
場

合
と
「
オ
モ
フ
」
と
読
ま
れ
る
場
合
と
が
存
す
る
語
句
が
存
す
る
。
以
下
、
そ

の
具
体
例
を
掲
げ
る
。

A
全
て
「
念
ス
」
で
読
ま
れ
る
語
句
（
仏
）

①
深
（
昔
）
心
ヲ
以
テ
硯
引
念
シ
た
て
ま
つ
。
浄
戒
ヲ
修
－
持
セ
シ
故
ニ
（
山
田
本
妙
法

蓮
華
経
方
便
品
⑥
1
5
）
　
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
　
第
七
租
」

◎
深
き
心
を
以
（
テ
）
矧
封
念
し
、
浄
戒
を
修
持
（
ス
ル
）
が
故
（
ニ
）
　
（
竜

光
院
本
妙
法
蓮
華
経
方
便
晶
㊥
1
5
）
　
「
訓
点
野
料
の
研
究
」

）

③
探
き
心
を
以
て
例
到
念
し
、
浄
－
戒
を
修
持
す
る
か
故
に
（
立
木
寺
本
妙

法
蓮
華
経
方
便
晶
　
2
0
上
1
1
）
　
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
　
別
刊
第
四
輯
」

B
全
て
「
オ
モ
フ
」
で
読
ま
れ
る
語
句
（
女
工
の
労
は
し
き
）

イ
カ
ノ

㊥
繚
綾
は
女
工
ノ
〔
之
〕
労

0　　0
巻
三
2
1
行
）

ハ
シ
キ
を
念
へ
リ
〔
也
〕

（
神
田
本
白
氏
文
集

⑤
繚
－
綾
・
女
工
ノ
〔
之
〕
労

本
臼
氏
文
集
巻
三
）

フ
シ
キ
コ
ト
ヲ
念
へ
リ
〔
也
〕

⑥
繚
－
綾
・
女
工
ノ
〔
之
〕
労

ハ
シ
キ
ヲ
念
フ
　
〔
也
〕
　
（
同
右

（
金
沢
文
庫

嘉
禎
二
年

加
点
本
　
巻
三
）

C
「
念
ス
」
と
読
ま
れ
る
場
合
と
「
オ
モ
フ
」
と
読
ま
れ
る
場
合
と
が
存
す
る

語
句
（
利
他
・
世
俗
の
事
）

①
常
に
利
他
到
念
．
（
せ
｝
む
（
ヲ
）
見
て
は
と
イ
フ
ハ
〔
老
〕
　
（
高
山
寺
蔵

大
枇
航
速
郡
成
俳
経
疏
永
保
瓢
　
巻
三
　
5
7
8
行
）

⑧
故
に
常
に
利
他
到
念
ふ
〔
之
〕
性
・
有
（
ラ
）
む
（
同
右
　
巻
三
　
6
1
0
行
）

（
利
他
）

「
ス
ル
ヲ
」

（
世
俗
の
事
）

⑨
常
（
に
）
世
俗
の
事
を
念
せ
む

（
電
光
院
本
妙
法
蓮
華
経
　
巻
五
　
十
1
5
）
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⑲
常
二
世
俗
ノ
事
一
ヲ
念
ニ
ヒ

（
倭
瓢
法
華
経
　
巻
五
　
間
行
）

こ
の
よ
う
に
、
「
信
仰
の
対
象
」
の
場
合
は
「
念
ス
」
と
読
み
、
「
仏
教
に
関

係
し
な
い
事
」
の
場
合
は
「
オ
モ
フ
」
と
読
む
と
い
っ
た
事
実
が
認
め
ら
れ
、

そ
の
中
で
特
に
先
の
A
B
の
用
例
に
示
し
た
語
句
で
は
、
常
に
同
じ
読
み
が
成

さ
れ
る
と
い
っ
た
事
実
か
ら
、
加
点
著
は
、
対
象
と
な
る
語
句
に
よ
っ
て
、
「
念

ス
」
と
「
オ
モ
フ
」
の
二
訓
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の



で
あ
る
。
つ
ま
り
、
訓
点
資
料
に
於
け
る
「
念
ス
」
　
「
オ
モ
フ
」
に
は
、
意
味

・
用
法
の
差
異
が
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
先
に
C
の
用
例

に
示
し
た
よ
う
に
、
同
一
対
象
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
念
ス
」
「
オ
モ
フ
」

の
二
訓
が
認
め
ら
れ
る
場
合
も
存
す
る
。
こ
れ
は
、
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
C

の
用
例
⑦
⑧
の
高
山
寺
蔵
大
眈
宜
退
部
成
悌
経
疏
で
は
、
永
保
二
年
（
一
〇
八

二
）
の
訓
点
で
は
「
オ
モ
フ
」
と
読
み
、
長
治
元
年
（
一
一
〇
四
）
の
訓
点
で

は
「
念
ス
」
と
読
ん
で
い
る
。
ま
た
、
C
の
用
例
⑨
⑩
の
妙
法
蓮
華
経
で
は
、

平
安
時
代
後
期
・
中
院
僧
正
点
の
訓
点
で
あ
る
竜
光
院
本
で
は
「
オ
モ
フ
」
と

読
み
、
鎌
倉
時
代
の
訓
点
で
あ
る
倭
点
本
で
は
「
念
ス
」
と
読
ん
で
い
る
。
つ

ま
り
、
「
仏
教
に
関
係
し
な
い
事
」
の
対
象
の
う
ち
、
同
三
隅
句
で
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
「
念
ス
」
と
「
オ
モ
フ
」
の
二
訓
が
存
す
る
場
合
に
は
、
訓
点
に
時

代
差
や
訓
点
の
系
統
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、

他
に
も
認
め
ら
れ
る
。

オ
モ

⑳
第
二
の
一
倍
は
教
を
興
（
さ
）
む
と
欲
フ
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
創
高
利
当
刃
l
叫

コ
ト
ヲ
イ
フ
（
法
華
義
疏
長
保
四
年
鮎
方
便
品
末
　
7
7
7
行
）

＜
朱
筆
で
「
念
ス
」
と
あ
る
の
に
対
し
て
、
別
訓
で
「
念
フ
」
が
存
す
る
＞

ノ

フ

）

⑫
心
に
創
叫
ロ
に
演
ル
こ
と
（
立
木
寺
本
妙
法
蓮
華
経
　
巻
一
7
2
上
・
1
0
）

】

　

　

ノ

フ

⑬
心
二
念
シ
ロ
ニ
活
ル
コ
ト
（
倭
点
法
華
経
　
巻
1
　
7
3
行
）

＜
院
政
時
代
（
寛
治
元
年
）
・
喜
多
院
点
の
訓
点
で
あ
る
立
木
寺
本
で
は

「
念
フ
」
で
あ
り
、
鎌
倉
時
代
の
訓
点
の
倭
点
本
で
は
「
念
ス
」
　
で
あ

る
＞

以
上
の
事
か
ら
、
訓
点
資
料
に
於
け
る
「
念
ス
」
と
「
オ
モ
フ
」
は
、
意
味

・
用
法
に
差
異
が
存
し
、
対
象
に
拠
っ
て
読
み
分
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
但
し
、
訓
点
の
時
代
差
や
系
統
に
拠
っ
て
、
同
一
対
象
で
あ
る
に
も
閑
わ

ら
ず
、
異
な
る
読
み
が
な
さ
れ
る
場
合
が
存
す
る
。
そ
れ
で
は
、
「
念
ス
」
と

「
オ
モ
フ
」
の
意
味
の
差
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
の
項
で
は
、

和
文
資
料
・
和
漢
混
清
文
資
料
で
使
用
さ
れ
た
用
例
に
基
づ
い
て
、
「
念
ス
」

と
「
オ
モ
フ
」
の
意
味
・
用
法
を
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

二
、
和
文
資
料
・
和
漢
混
清
文
資
料
に
於
け
る
「
念
ス
」
　
「
オ
モ
フ
」

川
「
念
ス
」
の
出
現
状
況

資
料
別
に
、
「
念
ス
」
の
用
例
数
を
示
し
た
表
が
、

あ
る
。
こ
の
裏
か
ら
も
解
る
よ
う
に
、
「
念
ス
」
は
、

を
通
じ
て
、
そ
の
使
用
例
が
認
め
ら
れ
る
語
で
あ
る
。

①
和
文
資
料

表
6
・
表
7
・
表
8
で

平
安
時
代
・
鎌
倉
時
代

代時安平

竹
取
物
語

伊
勢
物
語

大
和
物
語

落
窪
物
語

宇
拝
保
物
語

和
泉
式
部
物
語

暗
蛤
日
記

枕
草
子

源
氏
物
語

紫
式
部
日
記

栄
華
物
語

夜
の
寝
覚

浜
松
中
納
言
物
語

26181116411181

鎌　倉　時　代

狭
衣
物
語

更
級
日
記

讃
岐
侍
典
日
記

堤
中
納
言
物
語

料

在
明
の
別
れ

と
り
か
へ
ば
や
物
語

あ
さ
ぢ
が
露

た
ま
き
は
る

風
に
つ
れ
な
き
物
語

い
ほ
で
し
の
ぶ

石
清
水
物
語

あ
き
ぎ
り

竹
む
き
が
記

12　210　2　4　1　3　7
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（表7）
◎
和
漢
泥
沼
文
資
料

代時倉鎌

（表8）

資
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
料

名
古
良
市
博
物
館
蔵
三
宝
絵
詞
（
東
大
寺
切
）

観
智
院
本
三
宝
絵
詞

高
野
山
西
南
院
蔵
往
生
要
集

古
本
説
話
集

今
昔
物
語
集

打
開
集

方
丈
記

発
心
集

最
明
寺
太
宝
物
集

閑
居
友

足
利
本
仮
名
書
き
法
華
経

宇
治
拾
遺
物
語

高
山
寺
明
恵
上
人
行
状

八
幡
宮
巡
拝
記

十
訓
抄

沙
石
集
（
元
応
本
）

〃
　
　
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）

117　3　4　218281211il179139　7　2

西
方
指
南
抄

l
念
多
念
文
意

唯
信
抄
文
意
専
修
寺
正
月
十
一
日
本

尊
号
其
像
銘
文
（
広
本
）

顕
浄
土
真
実
行
文
煩

康
元
元
（
一
二
五
六
）

康
元
二
（
一
二
五
七
）

康
元
二
（
一
二
五
七
）

正
嘉
二
（
一
二
五
八
）

弘
安
六
（
一
二
八
三
）

8　1　3　22

脚
「
念
ス
」
　
「
オ
キ
フ
」
の
意
味
・
用
法

こ
の
項
で
は
、
先
に
訓
点
資
料
を
対
象
と
し
て
行
な
っ
た
の
と
同
様
の
方
法

で
、
ま
ず
、
「
念
ス
」
「
オ
モ
フ
」
の
対
象
を
整
理
し
分
類
す
る
こ
と
に
拠
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
語
の
意
味
・
用
法
を
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

①
「
念
ス
」
の
意
味
・
用
法

表
9
・
表
1
0
・
表
1
1
は
、
和
文
資
料
と
和
漢
混
湾
文
資
料
に
つ
い
て
、
「
念

ス
」
の
対
象
を
具
体
的
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
個
々
の
用
例
に
つ
い
て
対
象

を
分
類
す
る
と
、
訓
点
資
料
の
場
合
と
同
様
に
、
「
信
仰
の
対
象
」
「
仏
教
に
関

す
る
事
」
　
「
仏
教
に
関
係
し
な
い
事
」
の
三
拝
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

表
9
～
1
1
か
ら
も
解
る
よ
う
に
、
こ
の
三
煩
は
、
和
文
資
料
と
和
漢
混
清
文
資

料
の
両
方
に
共
通
し
て
認
め
ら
れ
る
。
但
し
、
「
仏
教
に
関
係
し
な
い
事
」
を

対
象
に
と
る
例
は
、
和
文
資
料
の
方
が
、
和
漢
混
湾
文
資
料
よ
り
も
多
い
。
ま

た
、
和
文
資
料
・
和
漢
泥
沼
文
資
料
に
於
い
て
、
「
念
ス
」
が
「
仏
教
に
関
係

し
な
い
事
」
を
対
象
と
し
て
取
る
こ
と
は
、
訓
点
資
料
と
異
な
る
点
で
あ
る
。
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（
参
考
）
親
鸞
聖
人
其
蹟
資
料

高
山
別
院
蔵
唯
信
抄
断
簡

唯
信
抄

唯
信
抄
専
修
寺
ひ
ら
が
な
本

≡
帖
和
讃

尊
号
其
像
銘
文
（
略
本
）

承
久
三
（
一
二
二
一
）

寛
喜
三
（
一
二
三
一
）

文
麿
二
（
二
二
二
五
）

建
長
七
（
一
二
五
五
）

建
長
七
（
一
二
五
五
）

2　4　6　9　1



ヽ
l
ノ

9表
′
．
ヽ

＜
「
念
ス
」
の
対
象
＞

①
和
文
資
料

宇
津
保
物
語

和
泉
式
部
日
記

崎
蛤
日
記

枕
草
子

源
氏
物
語

紫
式
部
日
記

夜
の
寝
覚

浜
松
中
納
言
物
語

狭
衣
物
語

更
級
日
記

あ
ま
の
か
る
も

在
明
の
別
れ

料

信
　
仰
　
の
　
対
　
象
一
仏
教
に
関
す
る
事

仏
教
に
関
係
し
な
い
事

阿
弥
陀
の

仏
㈹
・
仏
神
囲

観
音
の

仏
は
・
仏
神
の

神
仏
は
・
仏
日

天
照
大
神
は

仏
の

仏
は

陀
羅
尼
は

観
音
の
本
書
川

御
祈
り
ど
も
‖

神
の
御
し
る
し
‖

空
の
光
Ⅲ

神
の
御
心
の

女
の
命
の

次
々
に
生
い
出
で
給
ふ
川

勝
た
む
事
川

是
の
事
の
・
涙
の

涙
こ
ぼ
れ
さ
せ
給
ふ
川

苦
し
き
川

ね
ぶ
た
き
い

耐
え
が
た
き
用

を
か
し
き
㈹

心
地
い
と
苦
し
き
日

英
み
た
ま
ふ
べ
き
の

涙
ぐ
ま
れ
ぬ
べ
き
‖

涙
こ
ぼ
れ
ぬ
べ
き
の

耐
え
が
た
き
〓

苦
し
か
ら
む
川

心
地
の
苦
し
き
川
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夙
に
つ
れ
な
き
物
語

石
清
水
物
語

仏
神
の

仏
の

本
意
無
き
事
の

逢
ひ
み
む
事
の

（
対
象
は
、
文
中
に
ヲ
格
と
し
て
示
さ
れ
た
例
の
み
掲
げ
た
。
以
下
表
1
0
・
表
1
1
も
同
様
で
あ
る
。
）

⑧
和
漢
混
浦
文
資
料

観
智
院
本
三
宝
絵
詞

高
野
山
西
南
院
蔵
往
生
要
集

古
本
説
話
集

今
昔
物
語
集

料

信
　
仰
　
の
　
対
　
象
一
仏
教
に
関
す
る
事

仏
教
に
関
係
し
な
い
事

方
丈
記

最
明
寺
本
宝
物
集

閑
居
友

足
利
本
仮
名
書
き
法
華
経

宇
治
拾
遺
物
語

高
山
寺
明
恵
上
人
行
状

八
幡
宮
巡
拝
記

十
訓
抄

八
幡
宮
縁
起

沙
石
集
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）

仏
間

仏
間

仏
糾
・
観
音
の

地
蔵
的
・
苔
献
納

不
動
尊
吻

毘
沙
門
天
は

吉
祥
天
女
川

如
来
の

釈
尊
の
父
日

仏
の

我
（
仏
）
の

観
音
的
・
仏
の

観
音
は
・
仏
の

仏
は

仏
伺

菩
薩
の
・
尊
の

人
丸
の

仏
間
・
不
動
は

名
号
川

仁
王
経
日

仏
の
御
名
は

法
華
経
は

地
蔵
の
名
号
㈲

日
産
尼
の
御
手
の

地
蔵
の
本
書
の

そ
れ
（
経
）
の

諸
仏
の
法
は

何
事
は

仏
恩
の
・
功
徳
の

垂
跡
の
重
き
事
川

般
若
経
川

一
切
の
法
の

観
音
の
名
号
の

仏
の
相
の

今
川

糸
苦
し
気
な
る
を
の

極
て
重
き
を
川

つ
れ
な
き
世
の
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く表11）

料

仏

教

に

関

す

る

事

仏
教
に
関
係
し
な
い
事

是
（
薬
師
に
は
八
菩
薩
の

引
導
あ
り
）
川

尊
号
‖

名
号
的
・
道
川

仏
恩
日

仏
の
色
相
光
明
日

報
身
川

本
顆
の

名
号
の
・
功
徳
川

諸
仏
の
大
法
は

行
脚
・
功
徳
川

念
仏
三
昧
の

仏
の
御
名
の

21

（
参
考
）
親
幣
聖
人
其
蹟
資
料

こ
こ
で
、
三
煩
の
対
象
に
基
づ
い
て
、
具
体
例
を
掲
げ
、
更
に
個
々
の
用
例

の
「
念
ス
」
の
意
味
を
文
脈
に
即
し
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

＜
信
仰
の
対
象
＞

①
や
が
て
、
お
し
か
ゝ
り
て
、
仏
を
訊
岬
u
翠
る
（
轄
蛤
日
記
　
2
1
5
頁
8
行
）

・
◎
つ
ね
に
あ
ま
て
る
御
神
を
瑚
瑚
u
申
せ
（
更
級
日
記
　
3
興
頁
1
2
行
）

＜
仏
教
に
関
す
る
事
＞

◎
七
歳
よ
り
、
と
し
か
げ
が
つ
か
う
ま
つ
る
本
等
あ
ら
ほ
れ
給
へ
と
、
観
音

の
本
苦
を
相
方
U
た
て
ま
つ
る
に
（
宇
津
保
物
語
一
3
6
頁
1
6
行
）

④
と
し
ご
ろ
よ
み
た
て
ま
つ
る
仁
王
経
を
、
「
か
な
ら
ず
〈
げ
ん
あ
ら
せ

給
へ
」
と
頼
打
u
て
（
古
本
説
話
集
　
Ⅲ
頁
7
行
）

＜
仏
教
に
関
係
し
な
い
事
＞

⑤
い
と
い
み
じ
く
か
な
し
く
お
ぼ
え
さ
せ
給
フ
に
、
渦
こ
ぼ
れ
さ
せ
給
フ
ヲ

瑚
打
u
＜
サ
セ
給
ヒ
＞
て
（
宇
浮
保
物
語
三
　
5
2
2
頁
1
1
行
）

⑥
御
心
地
い
と
く
る
し
き
を
紬
ん
l
じ
l
つ
ゝ
、
お
ぼ
し
お
こ
し
て
、
こ
の
御
い

そ
ぎ
は
て
ぬ
れ
ば
、
三
日
す
ぐ
し
て
（
源
氏
物
語
　
若
菜
上
－
○
会
頁
1
1

行
）

①
い
と
ゞ
も
て
し
づ
め
て
、
さ
ほ
ぐ
御
む
わ
を
細
山
u
つ
ゝ
（
増
鏡
　
3
2
0
頁



1
5
行
）

＜
そ
の
他
＞
－
ヲ
格
に
下
接
し
な
い
例
－

⑧
う
ち
と
な
る
人
の
心
ど
も
、
も
の
に
お
そ
は
る
ゝ
や
う
に
て
、
あ
ひ
た
ゝ

か
は
む
心
も
な
か
り
け
り
。
か
ろ
う
じ
て
お
も
ひ
お
こ
し
て
弓
矢
を
と
り

て
い
む
と
す
れ
ど
も
、
手
に
ち
か
ら
な
く
な
り
て
、
な
え
か
ゝ
り
た
り
。

な
か
に
心
さ
か
し
き
も
の
、
判
仙
u
て
い
む
と
す
れ
ど
も
、
ほ
か
ざ
ま
へ

い
き
け
れ
ば
（
竹
取
物
語
　
1
0
2
頁
6
行
）

⑨
小
弓
い
る
に
か
た
つ
方
ゝ
の
人
L
は
ぷ
き
を
し
ま
ざ
ら
は
し
て
さ
は
ぐ
に

創
u
て
音
た
か
う
い
て
あ
て
た
る
こ
そ
し
た
り
が
は
な
る
け
し
き
な
れ

（
枕
草
子
　
1
8
3
段
3
行
）

⑩
阿
弥
陀
俳
と
創
u
た
て
ま
つ
る
人
を
ば
（
栄
華
物
語
巻
第
三
十
　
1
4
丁
3
0

行
）

⑳
「
悌
ケ
助
ケ
給
へ
」
ト
創
〆
テ
（
今
昔
物
語
集
　
巻
第
十
九
　
1
4
話
　
9
3
頁
1
1

行
）

右
の
用
例
の
う
ち
、
①
「
仏
を
念
す
」
⑧
「
天
照
御
神
を
念
す
」
の
「
念
す
」

の
意
味
を
文
脈
か
ら
判
断
す
る
と
、
「
祈
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
解
さ
れ

る
。
ま
た
、
⑨
「
観
音
の
本
書
を
念
す
」
④
「
仁
王
経
を
念
す
」
の
「
念
す
」

の
意
味
も
、
「
祈
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

用
例
⑤
◎
⑦
の
「
洞
こ
ぼ
れ
さ
せ
給
ふ
を
念
ず
」
　
「
御
心
地
い
と
く
る
し
き
を

念
ず
」
　
「
さ
は
ぐ
御
む
ね
を
念
ず
」
の
「
念
す
」
は
、
「
我
慢
し
て
抑
え
る
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
用
例
⑧
⑨
は
、
ど
ち
ら
も
弓
を
射

る
場
面
で
の
精
神
状
態
を
述
べ
た
例
で
あ
っ
て
、
「
（
乱
れ
た
精
神
を
）
我
慢
し

て
抑
え
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
せ
た
、
用
例
⑲
也
は
、
ど
ち

ら
も
格
助
詞
「
ト
」
に
下
接
す
る
用
例
で
あ
っ
て
、
「
～
と
唱
え
て
祈
る
」
と

い
う
意
味
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
和
文
資
料
・
和
漢
混
汚
文
資

料
に
認
め
ら
れ
る
「
念
ス
」
の
意
味
を
文
脈
に
即
し
て
解
釈
す
る
と
、
「
祈
る
」

「
我
慢
し
て
抑
え
る
」
と
い
う
二
つ
の
意
味
に
大
別
さ
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
す

べ
き
こ
と
は
、
⑤
の
用
例
に
「
い
と
い
み
じ
く
か
な
し
く
お
ぼ
え
さ
せ
給
フ

に
」
と
あ
り
、
ま
た
、
⑥
に
「
御
心
地
い
と
く
る
し
き
を
」
　
「
お
ぼ
し
お
こ
し

て
」
、
①
に
「
も
て
し
づ
め
て
」
「
さ
は
ぐ
御
む
ね
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
念
ス
」

が
出
現
す
る
文
脈
に
は
、
精
神
の
状
態
を
表
現
す
る
語
句
が
多
く
認
め
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
念
ス
」
が
、
「
我
慢
し
て
抑
え
る
」
と
い

う
意
味
と
し
て
解
さ
れ
る
場
合
も
、
肉
体
的
な
苦
痛
を
我
慢
す
る
と
い
う
意
味

で
は
な
く
、
精
神
的
に
乱
れ
た
状
態
を
我
慢
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
「
念
ス
」
が
使
用
さ
れ
る
場
面
に
認
め
ら
れ
る
、
精
神
の

状
態
を
表
現
す
る
語
句
を
ま
と
め
る
と
表
1
2
の
如
く
な
る
。

＜
参
考
＞
「
念
ス
」
が
使
用
さ
れ
る
場
面
に
認
め
ら
れ
る
語
句
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思
い
起
こ
す

い
と
い
み
じ
き
心
地
し
け
り

心
う
く
・
心
を
し
づ
め
て
・
い
み
じ
く
悲
し
く

心
う
さ
㈹
・
そ
こ
は
か
と
な
く
い
と
苦
し
く
あ
は
れ
に
も
の

の
お
ぽ
ゆ
れ
ば
・
お
も
ひ
あ
な
ぐ
り
て

い
と
心
も
と
な
く
お
ば
ゆ
れ
ど
・
思
い
起
こ
し
て

心
を
お
こ
し
て
用
・
心
あ
は
た
だ
し
け
れ
ば
用
・
心
強
く
は

・
な
の
め
に
思
ひ
な
り
て
・
御
心
地
か
き
く
ら
し
い
み
じ
く

た
へ
が
た
け
れ
ば
・
思
し
わ
づ
ら
ヘ
ビ
・
悲
し
さ
の
や
る
か

た
な
く
心
地
惑
ひ
て
・
さ
う
ざ
う
し
く
悲
し
と
お
ぼ
す
に
・

御
心
地
も
な
か
な
か
今
ひ
と
き
は
乱
れ
増
さ
り
ぬ
ぺ
け
れ
ば

・
い
み
じ
う
悲
し
き
に
・
悲
し
う
い
み
じ
き
事
を
思
ひ
な
が

ら
・
を
を
し
く
・
し
づ
心
な
く
・
苦
し
う
思
ひ
乱
れ
心
地
い



宇堤夜狭
治中暖衣

と
苦
し
き
を
・
御
心
惑
ふ
こ
と
に
あ
た
り
て
は
え
静
め
給
は

ぬ
わ
ざ
な
り
け
り
・
ち
へ
に
も
の
思
ひ
重
ね
て
」
よ
ろ
ず
に

思
ふ
事
多
か
れ
ど
い
か
で
気
色
に
出
だ
さ
じ
・
思
ひ
静
め
む

方
も
な
き
心
地
し
て

心
強
く
囲
・
心
い
み
じ
く
あ
は
れ
な
れ
ど
・
心
を
静
め
て
・

思
ひ
惑
は
る
れ
ど
こ
よ
な
う
な
や
ま
し
・
お
ぼ
さ
る
る
も

く
る
し
き
も

胸
ふ
た
が
り
な
が
ら
囲
・
く
る
L
か
ら
む
は

い
み
じ
う
心
う
け
れ
ど

肝
心
も
く
だ
け
て
ふ
る
は
る
れ
ど

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
念
ス
」
の
意
義
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
「
精
神
的
に

乱
れ
た
状
態
を
我
但
す
る
」
と
い
う
要
素
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
和
漢
泥

沼
文
の
中
で
「
念
ス
」
に
つ
い
て
説
明
が
加
え
ら
れ
た
箇
所
を
掲
げ
て
、
よ
り

詳
細
に
「
念
ス
」
の
意
義
特
徴
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

①
ヨ
ク
念
刃
ト
マ
フ
ス
バ
フ
カ
ク
信
ス
ル
也
（
尊
号
冥
像
銘
文
　
五
1
3
）

◎
創
パ
オ
モ
ヒ
サ
タ
メ
テ
ト
モ
カ
ク
モ
ハ
タ
ラ
カ
ヌ
コ
、
P
ナ
リ
（
唯
信
抄

文
意
　
六
1
3
）

◎
創
ハ
如
来
ノ
御
チ
カ
ヒ
ヲ
フ
ク
コ
、
ロ
ナ
ク
信
ス
ル
ヲ
イ
フ
ナ
リ
（
一
念

多
念
文
意
　
8
2
）

①
念
ト
云
ハ
憶
持
ノ
義
ナ
リ
コ
レ
自
心
ノ
本
性
ヲ
憶
念
シ
テ
ワ
ス
レ
サ
ル
ナ

リ
（
其
開
集
　
十
四
ウ
4
）

右
に
掲
げ
た
用
例
の
う
ち
、
①
「
フ
カ
ク
信
ス
ル
也
」
◎
「
オ
モ
ヒ
サ
タ
メ

テ
」
　
「
ハ
タ
ラ
カ
ヌ
コ
、
ロ
」
④
「
フ
タ
コ
、
ロ
ナ
ク
信
ス
ル
」
⑤
「
自
心
ノ

本
性
ヲ
憶
念
シ
テ
ワ
ス
レ
サ
ル
ナ
リ
」
と
い
う
表
現
は
、
「
念
ス
」
の
意
義
特

徴
を
考
え
る
上
に
於
い
て
、
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
念
ス
」
の
意
表
特
徴
と
し
て
、
次
の
要
素
を
設
定
す

る
こ
と
と
す
る
。

川
精
神
的
に
乱
れ
た
状
態
を
我
慢
す
る

脚
対
象
を
深
く
信
じ
る

糾
二
心
な
く
思
い
定
め
る

（6）右
に
掲
げ
た
意
義
特
徴
を
基
に
し
て
、
「
念
ス
」
の
本
義
を
考
え
る
と
、
「
精

神
を
一
心
に
集
中
し
て
、
動
揺
の
な
い
状
態
に
す
る
」
と
な
る
。
文
脈
か
ら
解

さ
れ
る
「
祈
る
」
　
「
我
慢
し
て
抑
え
る
」
と
い
う
意
味
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
対
象

に
対
し
て
、
精
神
を
一
心
に
集
中
し
て
動
揺
の
な
い
状
態
で
祈
る
」
　
「
乱
れ
た

心
地
を
、
精
神
を
一
心
に
集
中
し
て
動
揺
の
な
い
状
態
に
し
て
我
慢
す
る
」
と

い
う
意
味
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
図
に
ま
と

め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
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⑧
「
オ
モ
フ
」

の
意
味
・
用
法

先
に
述
べ
た
「
念
ス
」
の
意
味
に
対
し
て
、
「
オ
モ
フ
」
の
意
味
は
如
何
な

る
関
係
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
項
で
は
、
「
オ
モ
フ
」
の
意
味
・
用
法

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
同
一
の
語
が
下
接
す
る
複
合

動
詞
（
念
シ
　
ー
・
オ
モ
ヒ
　
ー
　
）
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
念
ス
」
と

「
オ
モ
フ
」
の
意
味
的
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。



A
「
念
ス
」
が
「
祈
る
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る
。

の
「
念
シ
ア
カ
ス
」
と
「
オ
モ
ヒ
ア
カ
ス
」

①
よ
も
す
が
ら
、
ね
ん
じ
あ
か
し
侍
り
つ
る
し
る
L
は
、
さ
り
と
も
、
こ
よ

な
く
侍
ら
ん
か
し
（
狭
衣
物
語
　
叩
頁
1
2
行
）
－
祈
っ
て
夜
を
明
か
す
ー

⑧
中
納
言
典
侍
、
い
と
か
か
る
御
気
色
を
心
く
る
し
う
お
も
ひ
あ
か
す
に

（
狭
衣
物
語
　
3
2
8
頁
1
6
行
）
－
心
配
に
思
っ
て
夜
を
明
か
す
ー

∽
「
念
シ
イ
ル
」
と
「
オ
モ
ヒ
イ
ル
」

◎
ひ
た
ひ
に
手
を
あ
て
ゝ
わ
ん
じ
入
り
て
を
り
（
源
氏
物
語
　
玉
婁

1
3
行
）
－
一
心
に
祈
る
ー

7
2
6
頁

④
は
山
の
し
げ
り
ま
で
あ
な
が
ち
に
お
も
ひ
人
ら
む
も
（
源
氏
物
語

棄
昆

⑳
た
1
今
、
か
く
お
も
ひ
あ
へ
ず
は
づ
か
し
き
事
ど
も
に
乱
れ
お
も
ふ
べ
く

は
（
源
氏
物
語
　
総
角
　
皿
頁
2
行
）
－
思
い
が
け
な
い
ー

帥
「
念
シ
カ
ヘ
ス
」
と
「
オ
モ
ヒ
カ
ヘ
ス
」

⑪
た
へ
が
た
き
を
心
つ
よ
く
現
有
q
利
可
剖
せ
た
ま
ふ
（
源
氏
物
語
　
桐
彙

2
5
頁
1
行
）
－
我
慢
し
続
け
る
－

⑫
人
〈
も
あ
ま
た
み
つ
ぎ
い
ひ
ち
ら
さ
ん
こ
と
1
封
扇
叫
射
可
U
給
ふ
も

の
か
ら
（
源
氏
物
語
　
常
夏
　
哩
頁
7
行
）
－
考
え
直
す
－

の
「
念
シ
ス
グ
ス
」
と
「
オ
モ
ヒ
ス
グ
ス
」

⑬
人
の
言
ひ
つ
た
ふ
べ
き
こ
ろ
は
ひ
を
だ
に
お
も
ひ
の
ど
め
て
こ
そ
は
と

m
頁
1
行
）
－
思
ひ
つ
め
る
ー

糾
「
念
シ
マ
ド
フ
」
と
「
オ
モ
ヒ
マ
ド
フ
」

⑤
御
ず
き
や
う
や
な
に
や
と
、
う
つ
し
心
な
る
人
は
す
く
な
く
、
叫
拙
u
射

ど
l
H
刺
に
（
夜
の
寝
党
　
別
貢
1
4
行
）
－
夢
中
に
祈
る
－

わ
ん
じ
す
ぐ
し
給
ひ
っ
ゝ
　
（
源
氏
物
語

日
々
を
過
ご
す
ー

幻
　
1
4
8
0
頁
1
行
）
－
我
慢
し
て

◎
さ
は
、
あ
さ
ま
し
う
む
く
つ
け
し
と
お
も
ひ
ま
ど
は
れ
L
は
、
こ
の
人
に

こ
そ
（
夜
の
寝
覚
　
7
9
頁
1
5
行
）
－
思
い
あ
わ
て
る
ー

用
「
念
シ
ワ
タ
ル
」
と
「
オ
モ
ヒ
ワ
タ
ル
」

⑦
も
え
い
づ
る
春
に
あ
ひ
た
ま
は
な
む
と
わ
ん
じ
わ
た
り
つ
れ
ど
（
源
氏
物

語
　
蓬
生
　
5
2
5
頁
1
4
行
）
－
祈
り
続
け
る
ー

⑧
い
よ
く
心
や
す
か
ら
ず
お
も
ひ
わ
た
ら
む
も
く
る
し
か
る
ら
む
（
源
氏

物
語
　
常
夏
　
8
3
3
頁
6
行
）
－
思
い
続
け
る
－

B
「
念
ス
」
が
「
我
慢
す
る
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る

的
「
念
シ
ア
へ
ズ
」
と
「
オ
モ
ヒ
ア
へ
ズ
」

⑨
ね
ん
じ
あ
へ
ず
う
ち
な
く
け
は
ひ
あ
は
れ
な
り
（
源
氏
物
語
　
荷
票
　
6
0
7

頁
1
1
行
）
－
我
慢
し
き
れ
な
い
ー

⑪
な
の
め
に
お
も
ひ
す
ぐ
さ
む
こ
と
の
（
源
氏
物
語
　
常
夏
．
川
盲
7
行
）

－
考
え
な
が
ら
日
々
を
過
ご
す
－

㈹
「
念
シ
バ
ツ
」
と
「
オ
モ
ヒ
バ
ツ
」

⑮
我
ら
も
え
こ
そ
紬
ん
以
甥
ま
じ
け
り
（
源
氏
物
語
　
蓬
生
　
5
3
5
頁
1
行
）

－
我
慢
し
通
す
ー

⑲
猶
又
こ
の
た
め
に
と
凰
咄
廿
む
に
は
か
ぎ
り
ぞ
有
る
や
（
源
氏
物
語
　
若

菜
上
　
1
0
3
9
頁
6
行
）
－
決
断
す
る
！

右
に
示
し
た
よ
う
に
、
複
合
動
詞
の
意
味
を
比
校
す
る
と
、
川
～
脚
の
全
て

の
組
み
合
せ
で
、
意
味
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
念
ス
」
と
「
オ

モ
フ
」
の
意
味
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
「
オ
モ
フ
」
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。
今
、

試
み
に
源
氏
物
語
に
於
け
る
「
オ
モ
フ
」
の
意
妹
を
文
脈
に
即
し
て
解
釈
し
、

分
類
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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a
思
考
す
る
（
想
像
す
る
・
心
配
す
る
・
感
謝
す
る
）

①
む
な
し
き
御
か
う
を
み
る
〈
猶
お
は
す
る
物
と
叫
叫
利
が
い
と
か
ひ
な

け
れ
ば
（
源
氏
物
語
　
桐
盃
　
1
0
頁
5
行
）
－
考
え
る
－

②
か
く
て
も
、
の
こ
り
の
よ
は
ひ
な
く
は
行
ひ
の
心
ざ
L
も
か
な
ふ
ま
じ
け

れ
ど
、
ま
づ
、
か
り
に
て
も
の
ど
め
を
き
て
念
仏
を
だ
に
と
矧
叫
侍
る

（
同
右
　
若
菜
上
　
聞
頁
1
3
行
）
－
考
え
る
－

⑧
お
も
は
ず
な
る
事
い
で
く
る
物
な
め
る
を
（
同
右
　
若
菜
上
　
聞
頁
8

行
）
－
想
像
す
る
ー

④
と
し
ご
ろ
、
さ
も
や
あ
ら
む
と
凰
し
こ
と
ゞ
も
も
（
同
右
　
若
菜
上
　
聞

頁
5
行
）
－
心
配
す
る
ー

⑤
い
よ
く
六
条
院
の
御
こ
と
を
年
月
に
そ
へ
て
、
か
ぎ
り
な
く
矧
叫
き
こ

え
た
ま
へ
り
（
同
右
　
若
菜
下
　
目
3
4
頁
8
行
）
－
感
謝
す
る
ー

b
（
人
を
）
慕
う

⑥
ま
ず
は
、
封
剖
人
に
さ
ま
ぐ
お
く
れ
（
同
右
　
若
菜
下
　
欄
頁
2

行
）
－
慕
う
1

⑦
猶
矧
ぶ
さ
ま
こ
と
な
る
心
の
ほ
ど
を
み
は
て
給
へ
（
同
右
　
若
菜
下
　
目
6
5

頁
7
行
）
－
慕
う
ー

C
願
う

⑧
悌
神
に
も
矧
急
事
申
す
は
、
つ
み
あ
る
わ
ざ
か
は
（
同
右
　
若
菜
下
　
m

頁
9
行
）
－
願
う
－

d
感
じ
る

⑨
あ
ま
り
ゆ
へ
よ
し
心
ば
せ
う
ち
そ
へ
た
ら
む
を
ば
よ
ろ
こ
び
に
叫
引
訓

（
同
右
　
冠
木
　
舶
頁
4
行
）

こ
の
よ
う
に
、
「
オ
モ
フ
」
は
、
何
ら
か
の
思
考
活
動
に
関
わ
る
場
面
で
使

用
さ
れ
、
そ
の
場
面
に
応
じ
て
種
々
の
意
味
を
示
す
。
従
っ
て
、
「
オ
モ
フ
」

の
意
味
は
、
「
様
々
な
事
象
に
対
し
て
考
え
た
り
感
じ
た
り
す
る
」
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
オ
モ
フ
」
に
は
、
「
祈
る
」
「
我
慢
す
る
」
の
意
味
で

使
用
さ
れ
た
例
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
、
「
オ
モ
フ
」
と
「
念
ス
」
の
意
味

が
異
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
根
拠
と
な
る
。

仏　教　語

意味が限定的

）フモオ（

タ　ユ　ニ　梯

リ　夕　対　々

ス　リ　シ　ナ

ル　感　テ　事

ジ　考　象

意味が広範囲

こ
こ
で
、
「
念
ス
」
と
「
オ

モ
フ
」
の
意
味
的
関
係
に
つ

い
て
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う

に
な
る
。

川
「
念
ス
」
　
の
本
義
は
、

「
精
神
ヲ
一
心
二
集
中
シ

テ
動
揺
ノ
無
イ
状
態
ニ
ス

ル
」
で
あ
り
、
「
オ
モ
フ
」

の
本
義
は
、
「
様
々
ナ
事
象

二
対
シ
テ
考
エ
ク
リ
感
ジ

ク
リ
ス
ル
」
で
あ
る
。
従

っ
て
、
「
念
ス
」
と
「
オ
モ

フ
」
の
本
義
は
異
な
る
。

は
「
オ
モ
フ
」
は
思
考
活
動
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に
関
わ
る
場
面
で
使
用
さ
れ
、
種
々
の
意
味
を
示
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
念

ス
」
は
仏
教
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
「
オ
モ
フ
」
と
比
べ
る
と
、
限
定
さ

れ
た
場
面
で
使
用
さ
れ
る
。

三
、
訓
点
資
料
と
和
文
・
和
漢
混
清
文
資
料
と
の
比
較

こ
れ
ま
で
、
訓
点
資
料
と
和
文
資
料
・
和
漢
泥
沼
文
資
料
に
於
け
る
　
「
念

ス
」
　
「
オ
モ
フ
」
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
項

で
は
、
訓
点
資
料
に
於
け
る
苦
味
・
用
法
と
和
文
資
料
・
和
漢
泥
沼
文
資
料
に

於
け
る
意
味
・
用
法
と
を
総
合
的
に
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

川
訓
点
資
料
で
は
、
「
念
」
字
を
動
詞
と
し
て
読
む
場
合
、
文
脈
上
「
精
神

を
一
心
に
集
中
し
て
動
宿
の
無
い
状
態
に
す
る
」
の
意
味
で
あ
る
と
加
点

者
が
判
断
し
た
場
合
に
は
「
念
ス
」
と
読
み
、
「
様
々
な
事
象
に
対
し
て

考
え
た
り
感
じ
た
り
す
る
」
と
判
断
し
た
場
合
に
は
「
オ
モ
フ
」
と
読
ん

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
仏
等
の
信
仰
の
対
象
に
続
く
場
合
に
は
、
「
念

ス
」
と
読
む
と
い
う
判
断
が
存
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
訓

読
に
於
い
て
は
、
和
文
資
料
・
和
漢
泥
沼
文
資
料
に
認
め
ら
れ
る
「
念

ス
」
　
「
オ
モ
フ
」
の
意
味
・
用
法
と
合
致
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
ま
た
、
「
精
神
ヲ
一
心
二
柴
中
シ
テ
動
揺
ノ
無
イ
状
態
ニ
ス
ル
」

と
い
う
「
念
ス
」
の
本
義
は
、
「
念
ス
」
が
訓
点
資
料
に
於
い
て
仏
典
及

び
仏
教
関
係
資
料
の
み
に
し
か
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
仏
教
思
想
と

関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
ま
た
、
仏
典
及
び
仏
教
関
係
資
料

に
於
い
て
、
「
仏
教
に
関
す
る
事
」
を
対
象
に
と
る
場
合
に
は
、
意
味
に

拠
る
読
み
分
け
の
他
に
、
加
点
時
期
の
違
い
や
訓
読
の
系
統
の
違
い
に
拠

っ
て
、
読
み
方
が
異
な
る
と
い
う
訓
読
文
の
特
徴
も
存
し
て
い
る
。

脚
和
文
資
料
・
和
漢
混
沌
文
資
料
で
は
、
「
念
ス
」
に
、
「
我
慢
す
る
」
と
い

う
意
味
と
解
さ
れ
る
例
が
存
す
る
。
こ
の
　
「
我
慢
す
る
」
　
と
い
う
意
味

で
解
さ
れ
る
「
念
ス
」
　
は
、
対
象
と
し
て
　
「
仏
教
に
関
係
し
な
い
事
」

を
と
る
と
い
う
特
徴
が
存
し
、
訓
点
資
料
で
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
念
ス
」
の
本
義
を
「
精
神
ヲ
一
心
二
集
中
シ
テ

動
揺
ノ
無
イ
状
態
ニ
ス
ル
」
と
考
え
て
、
文
脈
上
「
我
慢
す
る
」
と
解
し

た
意
味
を
「
精
神
を
l
心
に
集
中
し
て
動
揺
の
無
い
状
態
に
抑
え
我
慢
す

る
」
と
抱
え
る
な
ら
ば
、
本
義
か
ら
派
生
し
た
意
味
で
あ
る
と
解
せ
ら
れ

る
。

む
　
す
　
び

以
上
、
小
論
の
筆
者
は
、
従
来
の
漢
語
サ
変
動
詞
の
意
味
・
用
法
に
関
す
る

研
究
が
、
偏
っ
た
文
章
ジ
ャ
ン
ル
の
文
献
の
み
を
研
究
対
象
と
し
て
取
り
上
げ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
問
題
点
と
し
て
考
え
て
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
訓
点
資

料
・
和
文
資
料
・
和
漢
混
沌
文
資
料
を
対
象
と
し
て
、
「
念
ス
」
と
「
オ
モ
フ
」

の
意
味
・
用
法
を
総
合
的
に
解
明
し
よ
う
と
努
め
て
き
た
。
訓
点
資
料
を
研
究

対
象
と
し
て
加
え
た
こ
と
に
よ
り
、
漢
語
サ
変
動
詞
の
意
味
。
用
法
が
一
層
明

ら
か
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
結
論
は
、
先
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
が
、

尚
、
次
の
如
き
問
題
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。

川
訓
点
資
料
に
於
い
て
、
時
代
差
や
訓
読
の
系
統
に
拠
っ
て
読
み
方
が
異
な

る
場
合
が
存
す
る
こ
と
を
、
他
の
語
に
対
す
る
検
討
を
加
え
て
、
具
体
的

に
述
べ
る
必
要
が
存
す
る
。

佃
文
脈
上
、
「
我
慢
す
る
」
と
い
う
意
味
で
解
さ
れ
る
「
念
ス
」
の
例
は
、

今
回
の
調
査
で
は
、
和
文
資
料
・
和
漢
泥
沼
文
資
料
に
の
み
認
め
ら
れ

た
。
し
か
し
、
こ
の
事
に
つ
い
て
は
、
今
後
調
査
を
密
に
し
、
よ
り
確
実
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（7）

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
特
に
、
中
国
文
献
に
於
い

て
、
「
念
」
字
を
「
我
慢
す
る
」
と
い
う
意
味
で
使
用
し
た
例
が
認
め
ら

れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
調
査
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

今
後
は
、
以
上
の
課
題
を
解
明
す
る
こ
と
に
努
め
る
と
と
も
に
、
他
の
漢
語

サ
変
動
詞
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

＜
注
＞

（
1
）
佐
藤
武
義
「
中
古
の
物
語
に
お
け
る
漢
語
サ
変
動
詞
」
（
『
国
語
学
研
究
』

3
　
昭
3
8
）
等

（
2
）
森
下
喜
一
「
＜
ゐ
る
＞
と
＜
具
す
＞
に
つ
い
て
」
（
『
野
州
国
文
学
』
1
0

昭

4

7

・

9

）

岩
下
裕
一
「
＜
念
ず
＞
の
多
義
性
に
つ
い
て
」
（
『
国
学
院
雑
誌
』
7
8
－
1
1

昭

5

3

・

1

1

）

佐
々
木
陵
・
牧
野
泰
子
「
院
政
鎌
倉
時
代
の
六
文
献
に
お
け
る
漢
語
サ
変
動

詞
語
彙
の
比
較
研
究
　
－
　
特
有
語
彙
と
共
有
語
彙
の
観
点
か
ら
「
－
－
」
（
『
鎌

倉
時
代
語
研
究
』
第
一
軒
　
昭
和
5
3
・
3
）

佐
々
木
陵
「
漢
語
動
詞
と
和
語
動
詞
と
の
語
義
上
の
対
応
・
相
関
関
係
　
－

『
三
教
指
帰
注
』
　
『
光
言
句
義
釈
聴
集
記
』
　
『
法
華
百
座
間
書
抄
』
を
資
料

と
し
て
　
ー
　
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
二
輯
　
昭
5
4
・
3
）
・
「
浬
語
動
詞

と
和
語
動
詞
と
の
語
義
上
の
対
応
・
相
関
関
係
抗
考
　
－
　
三
、
四
の
語
群
に

つ
い
て
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
三
輯
　
昭
5
5
・
3
）

岩
下
裕
一
「
＜
信
ず
＞
の
展
開
　
－
　
語
義
か
ら
見
て
」
（
『
昭
和
学
院
短
大
紀

要

』

1

6

　

昭

5

5

・

3

）

大
野
透
「
＜
愛
＞
＜
愛
す
＞
に
就
て
」
（
『
国
語
学
』
1
2
6
集
　
昭
5
6
・
9
）

藤
原
浩
史
「
漢
語
サ
変
動
詞
＜
具
ス
＞
の
和
化
過
程
」
（
『
国
語
学
研
究
』
2
7

昭
6
2
・
1
2
）
・
「
漢
語
サ
変
動
詞
＜
怨
ず
＞
の
意
味
と
表
現
価
値
」
（
『
国
語
学

研
究
』
2
8
　
昭
6
3
・
1
2
）
等

（
3
）
築
島
裕
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
詩
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
　
（
昭
3
8
　
束
京

大
撃
出
版
命
）
・
『
興
福
寺
本
大
藩
恩
寺
三
弦
法
師
伸
古
拙
の
国
語
撃
的
研
究

研
究
篇
』
　
（
昭
4
2
　
東
京
大
軍
出
版
会
）
等

（
4
）
小
林
芳
規
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』

（
昭
4
2
　
東
京
大
軍
出
版
命
）
等

（
5
）
国
庶
哲
西
著
「
意
味
論
の
方
法
」
　
（
昭
和
5
7
年
　
大
修
館
書
店
）
に
は
、

「
主
語
、
H
的
語
に
そ
れ
ぞ
れ
認
め
ら
れ
た
特
徴
は
動
詞
の
意
義
特
徴
の
一

部
を
構
成
し
得
る
こ
と
に
な
る
」
　
（
2
0
4
頁
）
と
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
対
象
と

は
、
こ
の
日
的
語
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
6
）
同
右
の
著
書
、
4
4
頁
に
、
「
意
義
素
は
そ
れ
が
用
い
ら
れ
る
具
体
的
な
場

面
・
文
脈
か
ら
ほ
原
則
と
し
て
独
立
し
て
お
り
、
そ
れ
が
場
面
・
文
脈
の
形

饗
を
受
け
て
表
面
的
に
は
い
ろ
い
ろ
と
変
容
し
た
姿
を
見
せ
る
、
と
い
う
ふ

う
に
考
え
る
の
で
、
意
義
素
の
分
析
に
当
た
っ
て
は
そ
れ
ら
の
影
響
を
取
り

除
く
よ
う
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
中
略
）
場
面
・
文
脈
の
影
響

を
取
り
除
い
た
あ
と
に
、
全
用
法
を
通
じ
て
認
め
ら
れ
る
一
定
の
意
味
が
残

る
と
い
う
こ
と
が
満
た
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
。

（
7
）
説
文
解
字
に
は
、
「
念
」
に
対
し
て
「
常
思
也
」
と
い
う
説
明
が
加
え
ら

れ
て
い
る
。

○
資
料
一
覧

・
唐
招
提
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
－
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
一
輯
　
稲

垣
瑞
穂
・
山
田
本
妙
法
蓮
華
経
－
（
同
）
第
七
棉
　
大
坪
併
治
・
聖
語
蔵
願

経
四
分
律
－
（
同
）
第
三
十
時
　
鈴
木
一
雄
・
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経

－
「
西
大
寺
本
金
光
明
患
勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
」
　
春
日
政
治
著

・
東
大
寺
図
書
鮒
蔵
金
光
明
最
勝
王
経
註
釈
－
「
訓
点
語
と
訓
点
汽
料
」
第

27



二
、
三
、
八
　
鈴
木
一
雄
　
東
大
寺
図
書
館
蔵
成
実
論
（
巻
十
三
）
－
（
同
）

第
二
、
三
輯
　
稲
垣
瑞
穂
・
（
二
十
ニ
ー
（
同
）
第
八
　
鈴
木
一
雄
・
正
倉

院
本
地
蔵
十
輪
経
（
巻
五
、
七
）
－
勉
誠
社
　
中
田
祝
夫
　
（
巻
一
、
二
、

四
、
八
、
九
、
十
）
－
「
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
」
中
田
祝
夫
君
・
石
山

寺
蔵
俳
説
太
子
須
陀
撃
経
－
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
七
十
一
、
七
十
二

轄
合
併
号
　
小
林
芳
規
　
松
本
光
隆
　
鈴
木
恵
・
石
山
寺
蔵
沙
禰
十
戒
威
儀

経
－
「
角
筆
文
献
の
国
語
学
的
研
究
」
　
小
林
芳
規
　
汲
古
書
院
・
東
大
寺

図
書
館
蔵
百
法
顕
幽
抄
－
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
五
十
八
　
稲
垣
瑞
拒

・
法
華
経
玄
讃
淳
柘
古
点
「
訓
点
資
料
の
研
究
」
　
大
坪
併
治
・
天
理
図
書

館
蔵
南
海
寄
帰
内
法
僻
1
（
同
）
・
高
野
山
竜
光
院
蔵
妙
法
蓮
華
経
－
（
同
）

・
法
華
義
疏
長
保
四
年
点
－
（
同
）
・
東
寺
蔵
不
動
儀
軌
－
「
訓
点
語
と
訓
点

資
料
」
第
六
十
五
輯
　
月
本
雅
章
・
地
蔵
十
輪
経
康
平
三
年
点
－
勉
誠
杜

中
田
祝
夫
・
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
大
日
経
義
釈
－
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」

第
十
六
、
十
七
、
二
十
三
、
二
十
七
三
十
八
　
松
本
健
二
・
高
山
寺
蔵
大
蛇

厳
選
郡
成
併
経
疏
－
「
高
山
寺
古
訓
点
資
料
」
高
山
寺
古
典
籍
文
書
総
合
調

査
団
扇
東
京
大
学
出
版
会
・
立
木
寺
本
妙
法
蓮
華
経
－
「
訓
点
語
と
訓
点
資

料
」
別
冊
第
四
　
門
前
正
彦
・
興
福
寺
蔵
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
何
－
「
興

福
寺
蔵
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
侍
古
点
の
国
語
学
的
研
究
」
　
築
島
裕
・
広

島
大
学
歳
入
字
文
殊
儀
軌
－
「
訓
点
語
と
訓
点
桁
料
」
巻
三
十
九
　
井
上
親

雄
・
大
唐
西
域
記
長
寛
元
年
点
－
「
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
」
　
中
田
祝

夫
著
・
西
教
寺
本
秘
蔵
宝
舘
－
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
巻
四
十
二
、
四
十

三
、
四
十
六
輯
　
曽
田
文
雄
　
岸
田
民
子
・
浄
土
論
註
－
「
親
幣
聖
人
真
蹟
集

成
」
・
神
田
本
臼
氏
文
集
－
「
神
田
本
臼
氏
文
集
の
研
究
」
　
太
田
次
男

小
林
芳
規
・
金
沢
文
庫
蔵
自
氏
文
集
－
川
瀬
一
馬
監
修
　
勉
誠
社
・
群
書
治

安
　
巻
一
～
十
－
「
古
典
研
究
会
叢
書
」
　
汲
古
書
院
・
高
山
寺
本
論
語
－

「
高
山
寺
古
訓
点
資
料
」
高
山
寺
古
典
籍
文
書
総
合
調
査
団
編
東
京
大
学
出
版
会

・
書
陵
部
蔵
文
選
－
写
真
版

竹
取
物
語
、
伊
勢
物
語
、
大
和
物
語
、
落
柁
物
語
、
宇
津
保
物
語
、
和
泉
式
部

物
語
、
嬬
蛤
日
記
、
紫
式
部
日
記
、
夜
の
寝
覚
、
浜
松
中
納
言
物
語
、
狭
衣
物

語
、
更
級
日
記
、
堤
中
納
言
物
語
1
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」
・
枕
草
子
－
「
校

本
枕
草
子
」
・
源
氏
物
語
－
「
源
氏
物
語
大
成
」
・
栄
華
物
語
－
「
梅
沢
本
栄
華

物
語
本
文
と
索
引
」
　
高
知
大
学
人
文
学
部
国
語
史
研
究
全
編
・
と
り
か
へ
ば

や
物
語
－
「
と
り
か
へ
ば
や
物
語
　
本
文
と
索
引
」
　
鈴
木
弘
道
編
著
　
大
学

堂
書
店
・
石
清
水
物
語
、
い
は
で
し
の
ぶ
、
風
に
つ
れ
な
き
物
語
、
風
に
紅
葉
、

あ
き
き
り
、
あ
さ
ぢ
が
露
、
あ
ま
の
か
る
も
、
在
明
の
別
れ
、
た
ま
き
は
る
ー

「
鎌
倉
時
代
物
語
集
成
」
・
竹
む
き
が
記
－
「
う
た
1
ね
　
竹
む
き
が
記
」
　
風

間
書
房
・
今
昔
物
語
集
、
増
鏡
、
方
丈
記
、
宇
治
拾
遺
物
語
、
沙
石
集
1
「
日
本

古
典
文
学
大
系
」
・
名
古
昆
市
博
物
館
蔵
三
宝
絵
詞
1
名
古
屋
市
博
物
館
発
行

・
観
智
院
本
三
宝
絵
詞
－
勉
誠
杜
・
八
幡
宮
巡
拝
記
1
「
中
世
神
仏
説
話
」

古
典
文
庫
・
打
開
集
－
「
打
開
集
の
研
究
と
総
索
引
」
　
東
辻
保
和
　
清
文
堂

出
版
・
十
訓
抄
－
「
十
訓
抄
　
本
文
と
索
引
」
　
泉
基
博
編
・
高
野
山
西
南
院

蔵
往
生
粟
集
－
和
泉
書
院
・
最
明
寺
本
宝
物
集
－
「
中
世
古
写
本
三
種
」
　
古

典
文
庫
・
高
山
寺
明
恵
上
人
行
状
－
「
明
恵
上
人
資
料
　
第
こ
高
山
寺
古
典

語
文
書
総
合
調
査
団
編
　
東
京
大
学
出
版
会
・
足
利
木
仮
名
書
き
法
華
経
－
中

田
祝
夫
編
　
勉
誠
社
・
今
鏡
－
「
本
文
及
び
総
索
引
」
　
榊
原
邦
彦
　
藤
掛
和

実
　
塚
原
活
　
笠
間
書
院
・
閑
居
友
－
「
本
文
及
び
総
索
引
」
　
峰
岸
明
　
王

朝
文
学
研
究
全
編
・
発
心
集
－
「
発
心
集
　
本
文
　
自
立
語
索
引
」
清
文
堂
出

版
・
古
本
説
話
集
1
「
古
本
説
話
集
総
索
引
」
　
山
内
洋
一
郎
編
・
唯
信
抄
、

三
帖
和
讃
、
尊
号
其
像
銘
文
、
西
方
指
南
抄
、
一
念
多
念
文
意
、
顕
浄
土
其
実

行
文
類
－
「
親
幣
聖
人
某
紙
集
成
」
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（
付
記
）

本
稿
は
、
平
成
二
年
十
一
月
十
日
に
開
催
さ
れ
た
国
語
学
会
中
国
四
国
支
部

第
三
十
五
回
大
会
で
の
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
席
上
、
閑
一
雄

先
生
を
始
め
、
多
く
の
諸
先
生
方
か
ら
貴
重
な
御
意
見
を
賜
わ
っ
た
。
記
し

て
、
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
稿
を
成
す
に
当
た
り
御
指
導
を
賜
わ
っ

た
小
林
芳
規
先
生
、
室
山
敏
昭
先
生
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

－
　
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
在
学
　
－

《
会
員
近
著
紹
介
》

『
師
輔
業
・
清
慎
公
案
注
釈
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
船
重
昭
著

島
原
松
平
文
庫
本
を
底
本
と
し
、
丹
約
叢
書
、
書
陵
部
桂
官
本
、
尊
経
閻
文

庫
本
等
を
も
っ
て
校
訂
し
た
『
師
輔
集
』
本
文
と
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
を
底

本
と
し
て
、
他
集
か
ら
の
混
入
を
除
き
校
訂
し
た
『
清
慎
公
集
』
本
文
と
に
よ

る
、
二
集
の
全
注
釈
。
本
文
通
釈
・
語
釈
に
、
随
時
、
補
注
を
加
え
る
。
解
説

に
は
各
集
の
伝
本
系
統
と
、
そ
れ
に
立
脚
す
る
校
訂
方
針
な
ど
を
述
べ
、
更
に

各
集
の
「
構
成
と
そ
の
方
法
」
や
、
人
物
関
係
の
綿
密
な
表
現
を
加
え
る
。

『
元
良
親
王
注
釈
』
　
『
敦
忠
集
注
釈
』
や
『
続
後
挟
和
歌
集
全
注
釈
』
な
ど
、

既
に
多
く
の
注
釈
を
手
が
け
て
来
た
著
者
に
よ
る
物
語
的
私
家
集
の
注
釈
。
『
大

和
物
語
』
な
ど
と
も
か
か
わ
り
、
中
古
の
文
芸
世
界
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
新
し

い
資
料
を
提
供
す
る
。

（
A
五
版
、
二
五
∵
へ
ー
ジ
、
平
成
二
年
五
月
、
大
学
生
雷
店
刊
、
七
〇
〇
〇

円
）

『
有
島
武
郎
研
究
－
「
或
る
女
」
ま
で
－
』
　
　
　
　
　
植
粟
　
禰
著

本
書
は
、
著
者
が
二
十
余
年
に
わ
た
っ
て
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
有
島
武
郎

研
究
の
集
成
で
あ
る
。
十
一
筋
の
論
（
う
ち
三
茄
は
書
き
下
ろ
し
）
が
収
め
ら

れ
て
お
り
、
一
貫
し
て
、
「
有
島
武
郎
の
作
品
（
加
え
て
評
論
・
感
想
な
ど
）

を
通
し
て
、
彼
の
心
臓
の
鼓
動
に
触
れ
た
り
肉
声
を
聞
い
た
り
し
た
と
こ
ろ
か

ら
、
そ
れ
を
正
確
な
述
語
に
よ
っ
て
述
べ
る
こ
と
」
（
「
あ
と
が
き
」
よ
り
）
が

目
指
さ
れ
て
い
る
。
構
成
は
、
「
I
作
品
の
世
界
」
　
「
Ⅱ
思
想
と
方
法
」
　
「
あ

と
が
き
」
　
「
初
出
l
覧
」
か
ら
成
り
、
巻
末
に
、
本
書
に
関
係
の
深
い
事
項
・

人
名
・
著
名
の
索
引
が
付
さ
れ
て
い
る
。
T
l
・
Ⅱ
の
内
容
は
以
下
の
通
り
。

0
1
作
品
の
世
界

「
或
る
女
の
グ
リ
ン
ブ
ス
」
論
－
そ
の
根
底
的
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
ー
／
「
宣

言
」
論
－
ベ
ル
グ
ソ
ソ
の
「
時
間
と
自
由
」
か
ら
の
受
容
を
追
い
な
が
ら
ー
／

「
カ
イ
ソ
の
末
裔
」
論
－
仁
書
衛
門
の
疎
外
に
つ
い
て
／
「
迷
路
」
論
－
主
人

公
の
地
獄
遍
歴
的
様
相
を
中
心
に
ー
／
「
或
る
女
」
研
究
（
こ
1
後
編
後
半

部
の
読
み
取
り
を
中
心
に
－
／
「
或
る
女
」
研
究
（
二
）
－
菓
子
の
純
真
な
求

め
・
質
的
上
昇
の
求
め
に
つ
い
て
ー
／
「
或
る
女
」
研
究
（
三
）
－
菓
子
の

＜
滅
び
＞
の
構
造
を
中
心
に
－
／
「
或
る
女
」
研
究
（
四
）
－
菓
子
と
キ
リ
ス

ト
教
と
の
関
係
－

○
Ⅱ
思
想
と
方
法

「
惜
し
み
な
く
愛
は
奪
ふ
」
　
（
初
稿
）
に
お
け
る
実
感
そ
の
ま
ま
と
実
感
は
な

れ
／
有
島
文
学
に
お
け
る
夢
幻
的
体
験
－
歩
行
行
動
と
の
関
連
に
焦
点
を
当
て

て
ー
／
有
島
武
郎
に
お
け
る
＜
減
び
＞
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
変
遷

（
一
九
九
〇
年
三
月
、
有
精
堂
刊
、
A
五
判
、
二
八
九
頁
、
定
価
六
〇
〇
〇

円
）
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